
就
職
し
て
サ
ラ
リ
ーマンに
な
る
予
定
だった
が
、

旅
先
の
唐
津
焼
の
窯
元
で
陶
芸
家
を
こ
こ
ろ
ざ
す

こ
と
に
なった
福
井
生
ま
れ
の
黒
川
淳
さ
ん
。

7
年
間
後
に
、箱
根
の
仙
石
原
に
窯
を
築
いて
独
立
し
た
。

作ってい
る
の
は
、縄
文
土
器
風
の
オ
ブジェ、

食
器
や
花
器
な
ど
の
生
活
陶
器
、

そ
れ
に
趣
向
を
こ
ら
し
た
灯
り
の
オ
ブジェ。

傾
向
や
テ
イ
ス
ト
が
か
な
り
異
な
る
が
、ど
の
作
品
も

生
ま
れ
故
郷・越
前
と
強
い
糸
で
繋
がってい
る
。

シ
リ
ー
ズ

箱
根・仙
石
窯

越
前
回
帰
の
や
き
も
の
づ
く
り

黒
川 

淳
さ
ん

1
9
5
5
年

福
井
に
生
ま
れ
る

1
9
7
9
年

玉
川
大
学
卒
業

佐
賀
・
小
山
路
窯
の
江
口
勝
美
氏

に
師
事

1
9
8
5
年

佐
賀
県
窯
業
試
験
場
で
研
修
す
る

1
9
8
6
年

箱
根
町
仙
石
原
に
築
窯

1
9
8
7
年

銀
座
・
ギ
ャル
リ
プ
ス
で
初
個
展

1
9
8
8
年
〜
小
田
原
、沼
津
、

福
井
、新
潟
、髙
島
屋（
日
本
橋
、

二
子
玉
川
、横
浜
）、帝
国
ホ
テ
ル

繭
々
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展

西
部
工
芸
展
、西
日
本
陶
芸
展
な

ど
で
入
選
・
入
賞

P
R
O
F
I
L
E

オブジェを配置した「縄文の散歩道」に立つ黒川さん

文様には金彩を施すことが多いオブジェ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
る
仙
石
窯

1 「流水文オブジェ」　高さ56cm、23×16cm
2 「流水文花器」　高さ46cm、40×18cm
3 「唐津和紙染大皿」　高さ5cm、径45cm
4 「あかり 『富士山と月』」　高さ18cm、40×33cm
5 「唐津和紙染八角鉢」　高さ8cm、径18cm
6 「唐津和紙染鉢」　高さ9cm、径16cm

4
❖
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4

5
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